
   全国学力学習状況調査  

 

 今日は３年生を対象として、全国学力学習状況調査が実施されました。今年は、国語、数

学、英語の３教科が実施されました。問題を見ていると、今年も文章量の多さに驚かされ

ました。欠席者が後日受験をする関係で、ここで問題を紹介することはできませんが、い

ずれ問題を紹介したいと思います。国語の問題で文章が多いのはある程度わかりますが、

数学においてもたくさんの文章を読んで解くようになっています。 

改めて今の時代が求める「学力」について 

気づかされます。「校長室から」でも以前から 

何度か述べましたが、一問一答のような問題 

は、ほとんどありません。問題の文章を読ん 

で、条件をもとに判断したり、自分の考えを 

表現したりする問題が増えています。「暗記」 

重視ではなく、思考力、判断力、表現力や活 

用する力が求められています。 

 今日、テストが終わったある３年生と話を 

したら、「問題を読むだけで、へとへとになり 

ました」と言っていました。高校入試問題は、 

ここまで文章量は多くありませんが、読む力 

を養っていかなければいけないと、改めて感 

じました。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 期待の星が、続々とデビューしています！ 

 本校教師の話で恐縮ですが、今年度赴任した教師の中には、初めて教壇に立つ教師が数

名います。彼らと話をしていると、私も大変新鮮な気持ちになります。というのも、彼ら

から聞かれる言葉は「早く子ども達と一緒に授業をしたいです」「子ども達と授業するのが

楽しみです」という前向きな言葉が多いからです。 

 彼らには３月末に初めて会いましたが、皆、「教師になりたかった」と目を輝かせて言っ

ていました。「教師になって頑張りたい」という意欲に満ち満ちていました。 

 ３０数年前、私もそのように思い、教師になりました。今では忘れかけていた気持ちを

思い出させてくれた言葉でした。 

令和５年度公立高校入試問題：数学の一部で

す。会話文を読んだ後、問題を解きます。 

ここでも読解力が必要とされています。 



 彼らの初授業をいくつか見ましたが、丁寧に準備をし、一生懸命、子ども達と一緒に勉

強する姿はとてもよいものでした。 

 まだまだ経験は浅く、学ばなければいけないことはたくさんありますが、彼らには「向

上心」があります。きっとこれから教師として成長してくれると信じています。 

 彼らにとって、デビューは最終目標ではありません。生徒と共に、たくさん勉強して、

たくさん活動をして、若い力で太宰府西中学校を盛り上げてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


